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生物多様性地域戦略策定の手引き（案） 

（概要） 
 

 

１. 概要 

本手引き（案）は、都道府県や市町村が生物多様性の保全と持続可能な利用に取り組むた

めに、生物多様性地域戦略を策定する際に参考となる基礎的な情報や考え方などを取りまと

めた。 

 

２.手引き（案）の構成 

 手引き（案）は、以下の４部と参考資料より構成されている。 

（１）第１部：生物多様性地域戦略の必要性 

（２）第２部：生物多様性地域戦略の策定・推進・進行管理の全体像 

（３）第３部：生物多様性地域戦略の策定過程等における参加・連携等の手法 

（４）第４部：生物多様性地域戦略の内容検討及び推進・進行管理の手法 

（５）参考資料：関係法令、生物多様性地域戦略等の事例等 

 

３．手引き(案)作成の方法 

本手引き（案）は、先進的取組を行っている地方公共団体の担当職員等にヒアリングを行

った後、都道府県及び政令市へのアンケート調査（2回）及び、学識経験者、地方公共団体

職員、NPO 等を含めたグループヒアリングによる意見交換を経て作成された。 

 

３．今後の予定 

 本手引き（案）については、今後、地方公共団体への意見照会、パブリックコメントによ

る国民からの意見募集を行ったうえで、取りまとめを行う予定。 

 

４．手引き（案）の概要 

（１）第１部：生物多様性地域戦略の必要性 

1．1 なぜ、生物多様性の保全・持続可能な利用が重要なのか？ 

1．2 ‘生物多様性’とは？ 

1．3 国内外の動向 

（２）第２部：生物多様性地域戦略の策定・推進・進行管理の全体像 

2．1 生物多様性地域戦略の要件等 

2．2 生物多様性地域戦略の構成 

2．3 生物多様性地域戦略の策定・推進・進行管理の概要 

（３）第３部：生物多様性地域戦略の策定過程等における参加・連携等の手法 

3．1 参加・連携等に関する考え方 

3．2 多様な主体の参加・連携の手法 

3．3 庁内関係部局との調整の手法 

3．4 策定過程における参加・連携等の手法の組み合わせ例 

3．5 推進・進行管理における参加・連携等のあり方 
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（４）第４部：生物多様性地域戦略の内容検討及び推進・進行管理の手法 

  4．1 現状と課題の整理 

  4．2 生物多様性地域戦略の対象区域、目標等の設定 

  4．3 施策の立案・体系化 

  4．4 推進体制の検討 

  4．5 進行管理の仕組みの検討 

（５）参考資料：関係法令、生物多様性地域戦略等の事例等 

1．生物の分布や保護地域、土地利用等に関する既存の国等のデータ 

2．国家戦略の施策の体系 

3．生物多様性に関する法律の概要 

4．生物多様性地域戦略等の事例 

 

 

生物多様性地域戦略について

策

定

の

背

景

○第１３条第１項
「都道府県及び市町村は、（中略）生物の多様性の保全及び持続可能な利用に

関する基本的な計画（生物多様性地域戦略）を定めるよう努めなければならない」

生物多様性基本法（H20年6月施行）

○基本戦略
１ 生物多様性を社会に浸透させる ３ 森・里・川・海のつながりを確保する

２ 地域における人と自然の関係を再構築する ４ 地球規模の視野を持って行動する

第三次生物多様性国家戦略（H19年11月閣議決定）

取組状況
（H21.3月末）

《策定済み ～》
埼玉県、滋賀県、千葉県、
愛知県、長崎県、兵庫県ほか

《策定中》
石川県、大阪府、北海道、
ほか

 


